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【目的]びまん性大細胞型 B細胞リンパ腫 (DLBCL)の治療成績向上のためには、化

学療法の相対治療強度 (RDI)を高く維持することが重要である。しかし、超高齢者に

限定した RDIの重要性についての報告はほとんど存在しない。我々は、 80歳以上の

DLBCL患者における標準的化学療法の RDIが予後に及ぼす影響について検証した。

[方法]2007"'-'2017年にかけて当院及び関連2施設で診断された新規のdenovo DLBCL 
で、診断時に80歳以上かっ標準化学療法を受けた患者を後方視的に解析した。主要評

価項目は全生存 (OS) とし、リアルワールドにおけるtARDIとOSの関係をより適切に

評価するため、制限3次スプライン (RCS)Coxハザード、回帰モデ、ルを用いた。さらに、

主治医がtARDIを下げた因子についても、機械学習による予測モデルで、あるランダムフ

オレストを用いて同定した。

【結果]解析対象は 127名であり、観察期間中央値は 15.4ヵ月で、 80名 (63%)がtARDI
>50%の治療を受けた。観察期間内に 64名 (50.4%)が死亡し、そのうち 38名 (29.9%)

が原疾患、 4名 (3.1%)が副作用により死亡した。RCSを用いた多変量 Coxハザード

回帰モデ、ルで、は、 RCSが非直線的関係をあらわすことが可能なモデ、ルで、あるにも関わ

らず、 tARDIとOSは明らかに直線的な相関を認めた (pfor non-linearity = 0.780， P for 
effect oftARDI = 0.049)。多変量 Cox比例ノ¥ザード回帰モデ、ルで、は、 OSに対する独立し

た予後因子は IPIとtARDI(HR 0.888ラ 95%CI 0.809 -0.975ラP= 0.013) であった。共変

数に 08を加えた感度分析でも、 tARDIの有意性が証明された (HR0.887ラ 95%CI 0.809 
-0.975ラP= 0.012) 0 tARDIを 50%以下に下げる要因を見出すため、機械学習による予

測モデ、ルで、あるランダムフォレストを用いた結果、年齢、認知症、 LDH上昇、併存疾

患指標、国際予後指標(IpI)が、主治医が tARDIを下げる意思決定に影響を及ぼした

因子であると同定した。

【結論]本研究は、 80歳以上の超高齢 DLBCL患者においても、 tARDIを高く維持す

ることで予後を改善しうることを示した。主治医が tARDIを下げる意思決定に影響を

及ぼした因子は、年齢、認知症、 LDH上昇、併存疾患指標、国際予後指標で、あった。

以上の知見により，本学学位論文として十分価値あるものと認める。
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